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総
力
戦
と
戦
略
爆
撃

近
現
代
の
大
規
模
戦
争
は
「
総
力
戦
」
で
あ
る

と
言
わ
れ
る
。
総
力
戦
と
は
、
人
的
・
経
済
的
資

源
の
全
て
を
戦
争
遂
行
の
た
め
に
動
員
す
る
こ
と

で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
南
北
戦
争
を
始
め
と
す
る

概
念
で
あ
る
。
航
空
機
が
主
役
と
な
る
時
代
を
迎

え
て
、
総
力
戦
の
考
え
方
に
基
づ
く
航
空
攻
撃
の

論
理
と
し
て
、「
戦
略
爆
撃
」
と
い
う
構
想
が
生

ま
れ
て
く
る
。

戦
略
爆
撃
と
は
、
個
別
の
兵
力
や
基
地
な
ど
軍

事
目
標
へ
の
「
戦
術
爆
撃
」
と
は
異
な
っ
て
、
総

力
戦
の
基
盤
で
あ
る
経
済
的
資
源
を
全
て
覆
滅
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。航
空
機
に
例
え
れ
ば
、

航
空
機
工
場
や
燃
料
工
場
・
貯
蔵
施
設
、
部
品
や

原
料
、
輸
送
手
段
な
ど
を
破
壊
し
て
、
軍
用
機
生

産
や
航
空
機
の
行
動
そ
の
も
の
を
止
め
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
後
期
に
は
、
攻
撃
は
焦
土
作
戦
と

な
っ
た
。
Ｂ
－
29
に
よ
る
日
本
爆
撃
の
指
揮
者
で

あ
っ
た
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ル
メ
イ
が
、
敗
戦
直
後
の

東
京
で
焼
け
焦
げ
て
並
ん
で
い
る
ボ
ー
ル
盤
の
残

骸
を
見
て
、
こ
れ
が
成
果
の
証
拠
だ
と
目
を
輝
か

　
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ル
メ
イ

　

―
戦
略
爆
撃
の
思
想
と
行
動

島
川
雅
史

せ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
経
済
的
資
源

を
全
て
覆
滅
し
よ
う
と
す
る
企
図
は
零
細
・
小
規

模
な
部
品
工
場
に
ま
で
及
び
、
小
工
場
が
混
在
す

る
下
町
は
優
先
目
標
で
あ
っ
た
。
米
軍
は
、
零
細

な
下
請
け
が
大
企
業
を
支
え
る
日
本
の
産
業
構
造

を
理
解
し
て
い
た
。

戦
闘
員
と
非
戦
闘
員
を
区
別
し
な
い
無
差
別
爆

撃
は
、米
英
軍
に
よ
る
ド
イ
ツ
・
日
本
爆
撃
に
よ
っ

て
絶
頂
期
を
迎
え
る
が
、そ
の
創
始
者
は
ド
イ
ツ
・

日
本
の
側
で
あ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
市
民
戦
争
に
お

け
る
ド
イ
ツ
空
軍
の
ゲ
ル
ニ
カ
爆
撃
が
そ
の
端
緒

で
あ
る
。
日
中
戦
争
期
に
は
重
慶
に
後
退
し
た
国

民
党
政
府
に
対
し
て
、
日
本
は
陸
海
軍
の
双
発
攻

撃
機
を
用
い
て
累
次
の
爆
撃
を
行
な
っ
た
。

爆
撃
に
は
焼
夷
弾
も
使
用
さ
れ
、
死
者
一
万
～

二
万
人
と
推
定
さ
れ
る
な
ど
住
民
に
大
き
な
被
害

を
与
え
た
が
、
日
本
の
攻
撃
機
は
爆
弾
搭
載
量
・

機
数
と
も
少
な
く
、
東
京
大
空
襲
の
よ
う
な
壊
滅

的
効
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
大
戦
中
の
ド
イ
ツ

空
軍
に
よ
る
ロ
ン
ド
ン
爆
撃
な
ど
も
同
様
で
、
イ

ギ
リ
ス
は
被
害
を
受
け
な
が
ら
も
戦
闘
機
と
対
空

砲
で
迎
撃
し
「
バ
ト
ル
・
オ
ブ
・
ブ
リ
テ
ィ
ン
」

に
勝
利
し
た
。

様
相
が
一
変
す
る
の
は
、
大
戦
後
期
に
欧
州
戦

域
で
英
軍
の
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
と
米
軍
の
Ｂ
－
17
、

後
の
太
平
洋
戦
域
で
Ｂ
－
29
と
い
う
、
大
型
四
発

の
重
爆
撃
機
が
大
量
に
配
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
・
日
本
の
ど
ち

ら
に
お
い
て
も
、
ル
メ
イ
は
第
一
線
の
指
揮
官
で

あ
っ
た
。

カ
ー
テ
ィ
ス
・
ル
メ
イ
と
第
二
次
大
戦　
　

 

ー
東
京
大
空
襲

ル
メ
イ
は
一
九
〇
六
年
生
ま
れ
。
航
空
戦
力
の

急
拡
張
と
と
も
に
、
四
一
年
少
佐
、
四
二
年
に
中

佐
、
大
佐
、
四
三
年
准
将
と
異
例
の
昇
進
を
続
け
、

第
三
〇
五
爆
撃
群
を
率
い
て
欧
州
戦
線
に
参
加
し

た
。
当
時
、
Ｂ
－
17
は
対
空
砲
火
を
避
け
る
た
め

に
ジ
グ
ザ
グ
飛
行
を
し
て
い
た
が
、
ル
メ
イ
は
爆

撃
精
度
が
落
ち
る
か
ら
と
直
進
を
要
求
し
た
。
乗

員
は
恐
怖
し
た
が
、
弾
幕
の
中
で
は
被
弾
確
率
は

変
わ
ら
な
い
と
い
う
目
算
で
、
実
際
被
害
は
少
な

か
っ
た
。
対
戦
闘
機
戦
闘
に
有
効
な
密
集
体
形
を

考
案
し
、
他
の
在
欧
部
隊
も
こ
れ
に
な
ら
う
よ
う

に
な
っ
た
。
ル
メ
イ
は
単
純
な
猪
突
猛
進
者
で
は

な
く
、
戦
場
の
実
情
、
効
果
と
損
害
を
考
量
し
た

合
理
主
義
者
で
あ
っ
た
。

一
九
四
四
年
七
月
、
ル
メ
イ
は
第
二
〇
爆
撃
航

空
軍
司
令
官
（
少
将
）
と
し
て
太
平
洋
方
面
に
転

戦
す
る
。イ
ン
ド
を
拠
点
と
し
て
成
都
を
中
継
し
、

北
九
州
や
台
湾
な
ど
を
攻
撃
す
る
Ｂ
－
29
の
部
隊
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で
あ
っ
た
。
そ
し
て
四
五
年
一
月
、
日
本
空
襲
主

力
の
マ
リ
ア
ナ
諸
島
基
地
、
第
二
一
爆
撃
航
空
軍

の
司
令
官
と
な
る
。

前
任
者
は
、
昼
間
高
高
度
か
ら
の
精
密
爆
撃
と

い
う
方
法
を
と
っ
て
い
た
。
ノ
ル
デ
ン
爆
撃
照
準

器
に
信
を
置
き
、
日
本
の
対
空
砲
火
を
避
け
る
攻

撃
法
で
あ
っ
た
。
日
本
の
高
射
砲
で
、
一
万
メ
ー

ト
ル
の
上
空
ま
で
届
く
も
の
は
僅
か
だ
っ
た
（
東

京
で
二
門
）。
し
か
し
、
日
本
の
高
空
に
は
ジ
ェ
ッ

ト
気
流
が
吹
い
て
お
り
、
機
体
や
爆
弾
の
直
進
を

妨
げ
て
命
中
率
は
悪
か
っ
た
。
雲
の
多
い
季
節
で

照
準
も
困
難
で
あ
っ
た
。
中
島
飛
行
機
東
京
工
場

へ
の
爆
撃
で
は
、
敷
地
内
目
標
へ
の
命
中
率
は

七
％
に
留
ま
っ
た
。
Ｂ
－
29
は
初
期
二
二
回
の
出

撃
で
、
一
か
所
を
除
き
壊
滅
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

ル
メ
イ
は
前
任
者
の
攻
撃
法
を
引
き
継
ぐ
が
同

じ
結
果
で
、
陸
海
軍
首
脳
や
大
統
領
に
批
判
さ
れ

て
い
た
ア
ー
ノ
ル
ド
陸
軍
航
空
軍
司
令
官
か
ら
結

果
を
出
せ
と
叱
責
さ
れ
て
い
る
。
ア
ー
ノ
ル
ド
か

ら
の
焼
夷
弾
使
用
の
「
勧
告
」
も
あ
っ
て
、
ル
メ

イ
は
英
空
軍
が
ド
イ
ツ
空
襲
で
行
な
っ
て
い
た
夜

間
無
差
別
爆
撃
に
焼
夷
弾
を
組
み
合
わ
せ
る
低
空

爆
撃
に
転
換
す
る
。

ド
イ
ツ
と
異
な
り
射
撃
用
レ
ー
ダ
ー
を
持
た
な
い

日
本
の
高
射
砲
と
夜
間
戦
闘
機
は
探
照
灯
に
頼
る

し
か
な
く
、
低
空
で
も
損
害
は
少
な
い
と
判
断
さ
れ

た
。
ド
イ
ツ
で
米
英
軍
を
苦
し
め
た
高
射
機
関
砲

も
日
本
で
は
少
な
か
っ
た
の
で
、
機
関
砲
射
程
内
の

低
空
で
も
被
害
は
少
な
い
と
見
積
も
ら
れ
た
。

攻
撃
面
で
も
精
密
爆
撃
の
必
要
は
な
く
、
面
的

に
火
網
を
被
せ
れ
ば
目
標
は
焼
滅
で
き
る
。
焼
夷

弾
の
中
で
も
、
特
に
油
脂
ナ
フ
サ
混
合
の
ナ
パ
ー

ム
弾
は
燃
焼
力
が
強
く
水
で
の
消
火
が
困
難
で
あ

り
主
用
さ
れ
た
。
ナ
パ
ー
ム
弾
は
す
で
に
開
発
さ

れ
て
お
り
、
四
三
年
三
月
に
は
日
本
式
木
造
家
屋

の
建
ち
並
ん
だ
実
験
場
で
爆
撃
試
験
も
行
な
わ

れ
、
日
本
と
同
じ
装
備
の
消
防
隊
が
組
織
さ
れ

て
、
消
防
能
力
を
超
え
る
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て

い
た
。
陸
軍
航
空
軍
は
、
詳
細
な
焼
夷
弾
攻
撃
計

画
を
策
定
し
、
ナ
パ
ー
ム
弾
の
大
量
生
産
な
ど
入

念
な
準
備
を
し
て
い
た
。
ガ
ス
弾
攻
撃
の
計
画
も

あ
っ
た
。
ル
メ
イ
の
夜
間
低
空
焼
夷
弾
攻
撃
が
実

施
さ
れ
た
の
が
、
四
五
年
三
月
一
〇
日
の
東
京
大

空
襲
で
あ
る
。

当
時
ル
メ
イ
の
部
下
と
し
て
爆
撃
の
効
果
判
定

を
し
て
い
た
後
の
国
防
長
官
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
ナ

マ
ラ
は
、
精
密
爆
撃
が
効
果
が
少
な
い
と
い
う
報

告
書
を
提
出
し
て
い
た
。
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
回
想
映

画
『
フ
ォ
ッ
グ
・
オ
ブ
・
ウ
ォ
ー
』
で
、「
戦
争

で
勝
つ
た
め
に
一
晩
で
一
〇
万
人
の
民
間
人
を
殺

し
て
も
い
い
の
か
」と
ル
メ
イ
を
非
難
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
各
都
市
の
焼
跡
写
真
を
並
べ
て
「
六
七

都
市
の
五
〇
～
九
〇
％
の
人
び
と
を
殺
害
し
、
な

お
も
原
爆
を
投
下
す
る
の
は
達
成
目
標
に
比
べ
て

均
衡
が
取
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
」
と
語
っ
て

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
推
進
し
核
軍
備
を
拡
大

し
た
マ
ク
ナ
マ
ラ
が
言
う
の
も
奇
妙
で
あ
る
が
、

殺
人
を
厭
わ
な
い
ル
メ
イ
に
は
耐
え
ら
れ
な
か
っ

た
と
言
う
。

マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
原
爆
投
下
に
つ
い
て
も
ル
メ

イ
の
命
令
だ
っ
た
と
非
難
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

ワ
シ
ン
ト
ン
直
轄
の
極
秘
作
戦
で
、
ル
メ
イ
は
現

場
指
揮
官
と
し
て
対
応
し
た
。
国
防
総
省
の
人
物

紹
介
に
は
、
ル
メ
イ
は
焼
夷
弾
攻
撃
で
十
分
で
原

爆
は
不
要
と
考
え
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま

た
ル
メ
イ
は
、
空
軍
歴
史
官
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

中
で
、原
爆
が
特
別
に
恐
ろ
し
い
わ
け
で
は
な
い
、

我
わ
れ
は
焼
夷
弾
で
原
爆
よ
り
多
く
の
人
間
を
殺

し
て
い
る
、と
語
っ
て
い
る
。「
戦
略
爆
撃
の
思
想
」

か
ら
す
れ
ば
、
東
京
と
広
島
・
長
崎
は
本
質
的
に

異
な
ら
な
い
。
手
段
と
し
て
、
東
京
は
三
二
五
機

の
Ｂ
－
29
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
広
島
・
長
崎
は

Ｂ
－
29
た
だ
一
機
の
み
と
い
う
違
い
で
あ
る
。

無
差
別
爆
撃
に
つ
い
て
は
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
ル
メ

イ
が
「
負
け
た
ら
我
わ
れ
は
戦
争
犯
罪
者
と
し
て

起
訴
さ
れ
る
」
と
言
っ
た
と
語
り
、
ル
メ
イ
は
「
モ

ラ
ル
」
に
反
す
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
と
言
う
。

そ
し
て
、
し
か
し
勝
て
ば
許
さ
れ
る
の
か
？　

と

反
問
し
て
い
る
。
ル
メ
イ
の
答
え
は
、
日
本
人
は

市
民
・
子
ど
も
ま
で
武
装
し
て
い
て
非
戦
闘
員
と

は
言
え
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
女
学
生
の

竹
槍
を
武
装
と
言
う
な
ら
、
確
か
に
大
真
面
目
で
刺
突
訓

練
を
し
て
お
り
一
億
玉
砕
も
叫
ば
れ
た
）。
そ
し
て
、
降
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伏
を
早
め
て
本
土
上
陸
作
戦
を
回
避
で
き
米
兵

五
〇
万
人
と
日
本
人
三
〇
〇
万
人
を
救
っ
た
の
で

や
む
を
得
な
い
と
言
う
。
ア
ー
ノ
ル
ド
も
、
市
民

に
戦
争
反
対
行
動
を
促
す
た
め
に
犠
牲
は
仕
方
が

な
い
と
語
っ
て
い
る
。

作
戦
名
「
飢
餓
作
戦
」
は
、
海
軍
が
日
本
封
鎖

作
戦
の
一
環
と
し
て
陸
軍
航
空
軍
に
要
請
し
た
機

雷
敷
設
作
戦
で
あ
る
。
海
軍
の
要
求
は
月
に
一
、

五
〇
〇
個
の
敷
設
で
あ
っ
た
が
、
ル
メ
イ
は
計
画

を
拡
大
し
て
四
個
爆
撃
群
を
投
入
し
た
。
四
五
年

三
月
末
か
ら
開
始
さ
れ
、Ｂ
－
29
は
、磁
気
・
音
響
・

水
圧
感
応
機
雷
な
ど
を
日
本
沿
岸
に
投
下
し
た
。

潜
水
艦
の
入
ら
な
か
っ
た
瀬
戸
内
海
に
は
六
、

〇
〇
〇
個
の
機
雷
が
敷
設
さ
れ
た
。
総
計
約

一
四
、〇
〇
〇
個
、
一
万
ト
ン
の
機
雷
に
よ
っ
て
、

六
七
〇
隻
一
二
五
万
ト
ン
の
船
舶
が
撃
沈
さ
れ

た
。潜
水
艦
や
航
空
機
に
よ
る
損
害
も
相
ま
っ
て
、

海
上
交
通
は
外
航
・
内
航
と
も
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
た
。
例
え
ば
神
戸
港
の
七
月
の
荷
役
は
三
月

よ
り
八
五
％
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
略
資
源

に
加
え
て
朝
鮮
・
満
州
な
ど
か
ら
の
食
料
輸
入
を

途
絶
さ
せ
、
作
戦
名
の
通
り
総
力
戦
の
人
的
資
源

に
餓
え
と
緩
慢
な
死
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ

た
。

第
二
次
大
戦
後
の
ル
メ
イ　
　
　
　
　
　

   

ー
キ
ュ
ー
バ
危
機
と
未
来
の
核
戦
争
の
先
取
り

戦
後
も
ル
メ
イ
は
中
将
、
大
将
と
栄
進
を
続

け
る
。
一
九
四
六
年
戦
略
空
軍
（
Ｓ
Ａ
Ｃ
）
の
初

代
司
令
官
と
な
り
一
〇
年
間
そ
の
任
に
あ
っ
た
。

五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
は

Ｂ
－
36
、
Ｂ
－
47
、
Ｂ
－
52
と
続
く
大
型
爆
撃
機

で
、
多
数
の
基
地
と
空
中
給
油
に
よ
っ
て
世
界
中

ど
こ
で
も
核
攻
撃
可
能
な
態
勢
を
作
り
上
げ
た
。

ル
メ
イ
は
五
七
年
に
空
軍
副
参
謀
総
長
と
な
り
、

六
一
年
七
月
、
空
軍
参
謀
総
長
に
到
達
す
る
。

空
軍
最
上
位
と
な
っ
た
ル
メ
イ
の
上
司
の
国
防

長
官
は
、か
つ
て
の
部
下
マ
ク
ナ
マ
ラ
で
あ
っ
た
。

ル
メ
イ
の
提
案
し
た
Ｂ
－
52
後
継
の
Ｂ
－
70
計
画

を
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
優
先
す
る
マ
ク
ナ
マ
ラ
が

却
下
す
る
な
ど
、二
人
の
間
に
は
確
執
が
あ
っ
た
。

激
し
い
対
立
と
な
っ
た
の
は
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
と

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
巡
っ
て
で
あ
る
。

キ
ュ
ー
バ
危
機
で
は
、
ル
メ
イ
は
軍
部
強
硬
派

の
先
頭
に
立
ち
、
キ
ュ
ー
バ
の
ソ
連
軍
ミ
サ
イ
ル

基
地
の
空
爆
と
全
面
侵
攻
を
主
張
し
た
。
ケ
ネ

デ
ィ
政
権
は
本
格
的
侵
攻
を
準
備
し
つ
つ
先
ず
は

海
上
封
鎖
を
実
施
し
た
が
、
ソ
連
基
地
は
既
に
核

弾
頭
を
持
ち
、
ソ
連
潜
水
艦
の
核
魚
雷
が
発
射
寸

前
で
あ
っ
た
り
、
沖
縄
の
核
ミ
サ
イ
ル
サ
イ
ト
に

は
発
射
命
令
が
届
く
な
ど
、
錯
誤
を
含
め
て
開
戦

直
前
の
状
況
で
あ
っ
た
。

キ
ュ
ー
バ
の
ソ
連
軍
へ
の
空
爆
と
上
陸
侵
攻

が
、
第
三
次
大
戦
・
核
戦
争
へ
と
つ
な
が
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
ル
メ
イ
も
そ
れ
は
わ
か
っ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ル
メ
イ
を
戦
争
屋
、
無
闇

に
好
戦
的
な
人
物
と
す
る
見
方
も
あ
る
が
、
敵
に

冷
酷
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
ほ
ど
単
細
胞
的
な

人
間
で
は
な
い
。

マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
ル
メ
イ
は
将
来
の
核
戦
争
は

不
可
避
だ
と
考
え
て
い
た
、
だ
か
ら
米
国
が
優
勢

な
う
ち
に
ソ
連
を
攻
撃
せ
よ
と
主
張
し
た
の
だ
と

述
べ
て
い
る
。
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
核
弾
頭
数
で
一
七

対
一
の
優
位
に
あ
っ
た
と
言
い
、
国
防
長
官
で

あ
っ
た
七
年
間
に
ソ
連
と
の
戦
争
の
危
機
は
三
回

あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
、
中
国
・
ソ
連
の
参
戦
を

危
惧
す
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
＝
マ
ク
ナ
マ
ラ
長
官

の
限
定
戦
争
方
針
に
対
し
て
、
ル
メ
イ
は
制
約
の

な
い
全
面
的
な
爆
撃
を
主
張
し
た
。「
ベ
ト
ナ
ム

を
石
器
時
代
に
戻
せ
」
と
い
う
叫
び
は
有
名
で
あ

る
。未

来
の
核
戦
争
の
先
取
り
が
現
実
化
し
て
い
た

な
ら
、
大
量
破
壊
と
当
時
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
核
の
冬
の
到
来
で
、
世
界
が
石
器
時
代
に
戻
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
一
九
六
四
年
、
日
本
政
府
は

ル
メ
イ
に
対
し
て
、
航
空
自
衛
隊
育
成
の
功
績
と

し
て
、
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
を
贈
っ
て
い
る
。

（
し
ま
か
わ
・ 

ま
さ
し
／
歴
史
学
）


	



